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司副司ミ』
（政 令）
O国家公務員共済組合法施行令等の一部を改正する政令
(391) （平成13. 12. 7官報号外第261号）
（省 令）
Oヒトに関するク ロ ーン 技術等の規制に関する法律施行
規則（文部科学82) （平成13. 12. 5官報号外第259号）
O国際規制物資の使用等に関する規則の一部を改正する
省令（文部科学83) （平成13. 12. 20官報第3267号）
（規 則）
O人事院規則10-11（育児又は介護を行う職員の深夜勤
務及び超過勤務の制限）の一部を改正する人事院規則
（人事院 10-11- 2) （平成13. 12. 7官報号外第261号）
O人事院規則11- 4 （職員の身分保障）の一部を改正す
る人事院規則（同11 4-4) （同）
O人事院規則19- 0 （職員の育児休業等）の一部を改正
する人事院規則（同19一 0 -3) （同）
0人事院規則1 - 5 （特別職）の一部を改正する人事院
規則（人事院1 - 5一l1) （平成13. 12. 12官報号外第2
64号）
（告 示）
O大学等におけるヒトのク ロ ーン個体の作成についての
研究に関する指針を廃止する件（文部科学17 1) （平成
13. 12. 3官報第3254号）
己！） l!) � 
入学試験実施委員会（12月3 日）
（審議事項）
(1）入試過誤再発防止について
(2）入試関係委員会規則等について
富山大学の教育業績評価の確立に関する検討委員会（12
月3 日）
（審議事項）
(1）富山大学の教育業績評価の確立について
国際交流会館運営委員会（12月6日）
（審議事項）
(1) 国際交流会館入居者 選考基準について
組織運営体制検討委員会（12月7日）
（審議事項）
(1）組織運営体制の 整備について
年史編纂委員会（12月7日）
（審議事項）
(1) 富山大学50年史発行について
情報委員会（12月7日）
（審議事項）
(1）情報セキュリティ 対策について
入学試験実施委員会（12月10日）
（審議事項）
(1) 平成14年度大学入試センタ一試験富山大学試験場実
施体制について
(2）平成14年度大学入試センタ一試験富山大学試験場実
施要項（案）について
(3）入試過誤再発防止について
(4）入試関係委員会規則等について
富山大学の教育業績評価の確立に関する検討委員会（12
月13日）
（審議事項）
(1）富山大学の教育業績評価の確立について
附属図書館運営委員会（12月13日）
（審議事項）
(1) 次期附属図書館長 候補適任者の選定について
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組織運営体制検討委員会（12月14日）
（審議事項）
(l) 組織運営体制の整備について
学生生活委員会（12月14日）
（審議事項）
(l) 学寮施設の整備について
(2）入寮選考委員会について
(3）学生団体の 書類送付について
(4）学生団体からの要求 書について
学
(5）課外活動共用施 設｛仮設プレハブ）の整備について
富山大学の教育業績評価の確立に関する検討委員会（12
月19日）
（審議事項）
( 1）富山大学の教育業績評価の確立について
入学試験実施委員会（12月20日）
（審議事項）
(l) 入試過誤再発防止について
(2）入試関係委員会規則等について
留学生センター運営委員会（12月20日）
（審議事項）
(l) 日本語研修コース（第 6 ・ 7期）の授業時間割等
（案）について
(2）教員選考委員会の設置について
部局長会議（12月21日）
（懇談事項）
(l) 平成 14年度以降の定員・機構に係る概算要求事項の
弾力化についての取扱いについて
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評議会（12月21日）
（審議事項）
第444号
( 1) 富山大学運営諮問会議委員 候補者について
(2）富山大学附属図書館長 候補者の選考について
学長選考規則等に関する検討委員会（12月25日）
（審議事項）
( 1）学長選考規則等の問 題点について
学生椙談連絡会議（12月25日）
（審議事項）
( 1）学生相談窓口の設置について
富山大学の教育業績評価の確立に関する検討委員会（12
月26日）
（審議事項）
( 1）富山大学の教育業績評価の確立について
大学開放事業（夢大学in TOY，刷A） 実施調整委員会（12
月26日）
（審議事項）
(1） 平成 13年度夢大学in TOY馴A 2001の実施 結果につ
いて
(2） 平成 14年度夢大学in TOY訓A 2002の実施 計画につ
いて
学生生活委員会（12月27日）
（審議事項）
(l) 学寮施設の整備について
(2）学生団体の 書類送付について
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ミ』 司
再編統合②～③7
本学学内広報 紙「富大速報」第2号～第4号に標記の記事が次のとおり掲載されました。
0富大速報第2号 『再編・統合②』
｜国立大学再編・統合検討委員会部会報告｜
0管理運営部会
・11月 5日（月）第1回
①新たな大学の名称 ②本部機能の所在地 ③新たな大学の理念 ・目標・将来計画等 ④管理運営組織 ⑤ 
第10次定員削減の対応 ⑥学長の 選考方法 ⑦入試体制， 学生生活関係 ⑧全学委員会の 整備など管理運営上
必要な検討項目が確認され， これら各検討項目について意見交換が行われた。
• l 1月12日（月）第2回
第l回部会に引き続き各検討項目について意見交換され， 管理運営の基本組織や副学長の設置． 評議会の構
成． 部局長会議のあり方， 運営諮問会議の構成等を中心に検討が行われた。
. l 1月19日（月）第3回
第2回部会に引き続き管理運営組織について検討するとともに検討項目全体についての確認と意見交換が行
われた。
. 11月27日（火）第4回
第3回部会に引き続き各検討項目全体についての確認と意見交換が行われた。
0学部部会
・11月13日（火）第1回
①設置しようとする学部の名称 ②設置の目的 ③設置の必要性 ④期待される成果 ⑤学科名， 講座名及
び教官定員 ⑥講座内容 ⑦学生定員 ⑧組織編成など概算要求上必要な検討課題が確認された。 また， 新大
学のベ ーシックデザイン案をたたき台のーっとすること及び新たな案を持ち寄りこれらを含めて検討を進める
ことになった。
. 11月20日（火）第2回
新大学のベ ーシックデザイン案， 新大学構想私案等について意見交換が行われた。
・ 11月27日（火）第3回
学部の再編統合について教育学部の再編を中心に意見交換が行われた。
O大学院部会
・ 11月9日（金）第1回
①研究科及び専攻の名称 ②入学定員 ③教員組織 ④カリキュラム ⑤理念， 目標， 必要性などトップ30
となり得る独立研究科（専攻）の新設等新しい研究体制の 整備を検討課題とすることが確認され， これに伴い
富山医科薬科大学と協議を進めることになった。
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• 1 1月 15日（木）第2回
特色ある理工系の新大学院構想及び独立研究科（専攻）の在り方について意見交換が行われた。
・ 11月22日（木）
富山医科薬科大学（独立研究科等大学院改革検討W. G）と新大学院構想について意見交換が行われた。
・ 11月27日（火）第3回
富山 医科薬科大学との意見交換を踏まえた新大学院構想が検討された。 また， 富山医科薬科大学との意見交
換会への出席者に理学部， 工学部の教員各 5人を新たにメンバー とすることが確認された。
• 1 1月29日（木）
富山医科薬科大学（独立研究科等大学院改革検討W. G）と新大学院構想、について意見交換が行われた。
0教養教育部会
・ 11月2日（金）第1回
①大学の教育理念 ②教養教育の基本的な 考え方（教育目的 ・目標， 特色 実施キャンパス， 実施方法等）
③教育課程編成方針（授業科目編成， 単位数， 開講形態， 実施体制等）などを， 取り敢えず「富山大学の基本
目標」に基づいて検討することが確認された。
• 1 1月16日（金）第2回
教育目的， 教育目標及び特色， 教育課程の全学共通または学部別等， 授業科目の大枠について検討された。
・ 11月20日（火）第3回
3系列履修， 自系列履修の是非及びコア的科目の設定並びに外国語科目の2外国語の履修など授業科目構成，
単位配分等について検討された。
• 1 1月28日（水）第4回
授業科目構成について個別の検討が行われ， 3系列履修の枠組みを残すことやコア的科目を設定すること，
また， 外国語科目の2外国語の履修を原則とすることが確認された。
0センタ一部会
・ 1 1月 16日（金）第1回
①センタ ー及び共同利用施設の現状分析 ②再編統合の必要性 ③新生センタ一等の名称， 理念． 目的及び
特色について検討し， さらには， これらについての④期待される効果 ⑤組織などス ケ ールメリットの確保
⑥スクラップ ・アン ド ・ ビルト ⑦社会（地域）の多様なニーズへの対応等を視野に検討していくことが確認
された。
• 1 1月22日（木）第2回
各センタ一及び施設から提出された資料を下に， 現状及び将来構想等の具体的な再編統合について意見交換
が行われた。 また， 地域社会貢献事業などを大学全体で社会（地域）貢献を推進する組織の設置を， 取り敢え
ず本部会で検討することが確認された。
• 1 1月29日（木）第3回
センタ一組織の一元化等再編統合の全体についての確認と意見交換が行われた。 また， 地域連携事業の全学
的な実施に関する企画立案等を行う組織として， 「 地域連携推進機構（仮称）」の骨子について， 意見交換が行
われた。
（文責： 教養教育部会長 松崎一平）
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0富大速報第3号 『再編・統合③－1』
0国立大学再編・統合検討委員会教養教育部会報告（ 2 - 1) 
教養教育部会では富山大学として統合作業を推進するための一環として， 新たな教養教育の構築を目指して基
本方針を定めるための準備作業を行っており， その成果を 「教養教育のデザイン（案）Jとしてまとめようとし
ている。 これは以下の構成になる予定である。
0 . 大学としての教育理念（教育目的・教育目標）
1 . 教養教育に関する基本的な 考え方
(1）教養教育の教育目的・教育目標
( 2）教養教育の特色をどこに置くか
( 3）教育課程を全学部共通とするか， 学部ごと学科ごとに異なるものとするか
(4）どの学期にどのキャンパスで実施するか
( 5）企画・立案， 点検評価・改善
( 6）実施方法
2. 教育課程編成方針
（略）
3. 実施体制
(1）「大学教育センター 」の役割と組織
( 2）全学出動方式の在り方
( 3）「運営委員会Jの役割と組織
(4）非常勤講師の任用の在り方
教養教育部会は. 12月4日までに 5回の会議を行い， 検討を進めてきた。 その際に留意してきたことは， 定め
られるべき基本方針は他大学との協議に臨むためのものであり， ある程度幅を持たせざるをえず， 場合によって
は問題点を 整理する程度に留めざるをえないということ また 富山大学の現在の教養教育の体制を検討の出発
点に置き， これまで継続的に行ってきた教養教育の見直し作業の成果をできる限り取り込むことである。 加えて．
下記の4点にも十分に配慮することにしている。
(1）新たな教養教育の特色をどこに求めるか
(2）責任ある実施体制の構築
( 3）例えば大学評価・学位授与機構による評価などの第三者評価・外部評価や自己点検評価， JABEE 
（日本 技術者教育認定機構）などの認定， あるいは大学としての中期目標・年次目標などの策定に迅速に
対処しうる機動力ある体制の構築
(4）教員が教養教育に積極的に関わろうとする環境の 整備（教育業績評価やインセンティ ヴの充実）
さて， 12月4日までで， 上記「o. 大学としての教育理念 」・ 「2. 教育課程編成方針Jの部分の検討が概ね
終わったので， その概要を以下で速報する。 2に関して， 下線を施した部分は現行のカリキュラムからの重要な
変更点ないしは変更につながる問題提起である。
教養教育部会では， 引き続き 「3. 実施体制」に関する検討を行っている。 なお 検討が終わったところで再
度， 全体を 整理し直す予定である。
0 に関しては， さしあたり， 今年度， 新たに制定した「富山大学の基本目標」を当てた。
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1の (1）についても， とりあえず， 「富山大学の基本目標」からキー ワー ドを 引き出し， 簡単に 整理する程
度に留めた。
( 2）については， 「a. 初年次導入教育の充実（「動機付け」「自主性の養成Jetc. ）」「b. 多彩な授業を多
様な開講時期に多様な授業形態で開講」「c . 授業選択の多様性／自由の実現」「d. 〔大学として， また学部や
学科として〕重点を置く科目（コア的科目）の充実（例えばJ ABE Eと関連する科目や科目や外国語科目など）J
「e. 少人数教育の充実J「f. 厳正な成績評価の確立」「g. 各学期の履修単位数の上限の設定（要検討）Jの7
点を挙げた。
( 3）については， 異なることを認めざるをえなくなる場合でも， 全学共通部分をそれなりの規模で確保し，
きちんと組み立てることが重要であるということが確認された。
(4）～（ 6）については省略する。
2については， 以下のように 整理した。
2. 教育課程編成方針
(1）授業科目構成の大枠【現行は専門科目（含専門基礎科目）＋教養科目＋共通基礎科目］
①現行の基本的枠組みを踏襲するにしても， 「教養科目J「共通基礎科目J「専門科目」とは別に， 大学
教育への導入的機能を備えた授業科目（例えば 「導入科目J）を創設したらどうだろうか。
なお，
②「導入科目」を 「教養科目J「共通基礎科目」「専門科目」と並ぶ授業科目として創設する場合， 授業
を実施する責任主体をどうするかを検討しなければならない， ということが確認された。
また，
③ 「教養Jは専門教育を介しでも得られるものゆえ， 現行の「教養教育J F教養科目」という名称を再
検討すべきであるとの問題提起があった。 現行の「教養科目」「共通基礎科目Jをたばねる新たな名
称として「共通（的）教育」が提案された。
( 2）単位数（卒業要件にしめる教養教育の割合）【現行は30単位］
上記1の（3）のような観点からすると， むしろ減らすべきではない。 むろん， 「専門基礎科目」
の扱いも絡む問題である。
( 3）開講形態：
前期， 後期の通常の授業期間以外に， ある種の授業を集中形式などによって開講し， 学生が多彩な
授業を幅広く受講できるように工夫する。
0富大速報第4号 『再編・統合③一2』
0国立大学再編・統合検討委員会教養教育部会報告（ 2 - 2) 
(4）教養教育の授業科目構成， 単位配分【現行；教養教育（教養原論12/14， 総合科目4/6) ＋共通基礎科
目（外国語4+4， 保健体育科目2， 情報処理科目／言語表現科目2). ( ＋コロキアム）】
＊現行のカリキュラム等の問題点に即して論点を 整理すると，
1 ）教養原論三系列＋総合科目（他系列履修）を見直すか
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①教養原論三系列＋総合科目という枠組みを残す。 （カリキュラムの組み立て作業， 学生への履修指導
などの点を 考えると， 枠組みを残した方が合理的であると判断される。 ）
その上で，
②原論のそれぞれに， それぞれの系列のエッセンスというべき内容を提供する授業（チェーン ・レクチヤー
方式で実施することも 考えられる）を 「コア」と：して設け， その周囲に各教員が自由にテーマを選ん
で担当する授業を配し， 「他系列履修」ということを 考える場合には， 「コア」を中心に配慮する。
③ 「コアJに関しては， 各系列ごとに， 学生に教えるべき事柄を精 選することで授業の均質化を図り，
教科 書の作成も視野に入れる。
④「総合科目」は， テーマ主義の立場に立ち， 三系列を総合・補完しつつ， 学 際性， 総合性， 時事性を
追求する。
⑤原論や総合科目の授業科目（テーマ〉を， また 「コアJの内容や構成を， 必要に応じて見直すことが
できる仕組み・組織を構築する必要がある。
2) 2外国語科目（4 + 4 = 8単位）の性格付けや履修方法を見直すか
①専門教育及び社会において役に立つ（使える）外国語を身に付けさせることを目指す。
外国語の習得は異文化理解にも 結びつき 相まって国際性の養成にもつながる。 特に英語に関しては
読解カのみならず， 作文や会話の能力の養成／向上にも十分に配慮する。
②外国語を， 英語と英語以外の外国語（ ドイツ語， フランス語， ロシア語， ラテン語， 中国語， 朝鮮語，
日本語（留学生対象））に分ける。
③l年次に2外国語を自由に選択させることを原則とする。 2外国語を同時に学習することは， それぞ
れの外国語を身に付けるために効果的であると 考えられる。
④外国語の履修や学習方法についてオリエンテーションやガイダンスを充実させる。 ［これは1の（2)
のaと関連する。 ］
⑤きめ細かく指導できるようにするために， 少人数の授業をできる限り実現させる。
⑥英語については， 身に付けさせる学力に関して， 大学としてある程度具体的な目標を設定することも
あってよい。 TOEICなど 検定試験の成果を単位化することも検討する。
なお， 検定試験の成果の単位化は英語以外の外国語に関しても検討されてよい。
⑦開講時期などを工夫することで， 2年次以降にも自由単位の枠などによって多様な授業を受講できる
ようにする。 専門基礎科目や専門科目として開講される授業を他学部の学生に開放することなども一
つの方法である。 これは他学部履修制度の問題でもある。
⑧留学生の外国語教育（日本語を含む）に関しても， きめ細かく配慮する。
⑨外国語教育においては， 非常勤講師に依存する割合が高くならざるをえない。 ために， 非常勤講師に
本学の教育目標や教育方針を理解してもらえるよう， センタ一等が中心になり組織的な取り組みを行
う必要がある。
3）保健体育科目の内容と実施体制をどうするか
21世紀にわれわれが直面せざるをえない いわゆる 「少子高齢化」をはじめとする， 心身の健康に関
わりうる諸問題にも対処できるように， 心身の健康に関する基本的知識を幅広くかっ正確に身に付けさ
せるよう配慮する。
4）情報処理科目（高等学校で必修化）／言語表現科目（少人数導入ゼミを開設するとしたら， それの性
格づけと関係）を見直すか
①現行のように情報処理科目と言語表現科目を択一的に必修とすべきかどうか検討する必要がある。
②情報処理科目に関しては， 高等学校の教育課程の変更に伴い， 情報倫理教育の充実などを含む内容の
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高度化を図ることが不可欠である。
③少人数導入ゼミが， プレゼンテーション能力や言語運用能力を身に付けさせるための授業としても創
設される場合， 言語表現科目を現行のように選択必修とし続ける必要があるか検討する必要がある。
一つの方法として， 内容を特化させて， 例えば（導入ゼミが1年次前期に開講されるのであれば）1 
年次後期に選択科目として開設することが 考えられる。
5）少人数導入ゼミを開設するか
① 「初年次導入教育の充実」を重視する場合に その核となるべき授業として開設することを前向きに
検討すべきである。
② 「ゼミJを大学教育全般への導入のために開設する場合， 「教養科目Jとするか 「専門科目」とする
か， あるいは別の科目（例えば「導入科目 J 「ガイダンス科目j etc. ）を 立てるべきか， 要検討。 こ
の問題は， 実施の責任の所在の如何と関係する。 ［上記2の (1）を参照］
6）多人数授業をどう改善するか
①まず， 学生が， 予め『シラパス』やガイダンス等で授業に関する正確で詳細な情報を得た上で履修で
きるように工夫すべきである。 その上でなお多人数授業が生じる場合，
②その授業の適正受講者数を責任をもって検討・判断し， 問題がある場合に機敏に対策を講じることが
できるような仕組み・体制を構築する必要がある。
7 ）補習的授業の必要性と位置づけ
補習的授業の必要性を判断して機敏に対処できるような仕組み・体制を構築する必要がある。 特に，
専門教育では対処することが困難な場合が問題。 なお， 補習的授業を単位化すべきか否かは要検討。
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入試合否判定過誤再発防止について
平成13年12月21日
富山大学入学試験実施委員会
本委員会は， 平成13年 6月27日， 富山大学入試合否判定過誤に関する調査対策委員会からの指示を受けて今回
の入試合否判定過誤の再発防止策の検討を始め， さらに平成13年 8月7 日の 「富山大学における入学者選抜試験
合否判定の過誤とその後の対応の誤りについて（最終報告）」を受けて， 以下のような防止策をとりまとめた。
また， 最近になって入試問題作成や採点ミスを要因とする合否判定の誤りが他大学において目立っており， こ
の問題作成ミスと採点ミスの防止策については， 文部科学省の指示もあって早急に検討を進めている。
さらに， 入試実施組織の改善については， 年度内に規則改正等の手順をとることで作業を進めているが， 入試
情報の開示については， 平成14年度入試から開示する内容を大幅に増やした。
1 入試合否判定過誤の概要と要因
(1）概要
人文学部の平成9年度及び10年度入試において， 間違った内容の判定資料により合否判定を行い， 本来
合格者となるべき16人を不合格と判定した。
平成9年度入試は， 高等学校の指導要領が改訂されて大学入試センター試験の教科科目が大きく変更さ
れた時であり， 人文学部においても大学入試センター試験の数学について， 数学（A）の「数学I 」の科
目指定から， 数学①の 「数学I， 数学I・数学AJ， 数学②の「数学E， 数学E・数学B， 工業数理， 簿
記， 情報関係基礎j の中から1科目選択とし， 2科目を受験している場合は高点の科目を利用すると変更
したが， そのことが電算処理プログラムに反映されず， 結果として数学②の科目が高点であっても合否判
定資料には記載されず， 間違った判定資料により合否判定が行われた。
( 2）要因
入試合否判定過誤の要因として， 長室終報告 書は主にフログラムミスとその発見が困難であったことを挙
げ， 次のように述べている。
（報告 書からの抜粋）
ア プ ログラムミスの発生要因
人文学部の平成9年度入学者選抜試験においては， 大学入試センター試験の数学について平成 8年度と
の変更点があったにも関わらず， 人文学部所属の電算処理委員は， その変更点に気づかず， 平成9年度入
学者選抜試験のデータ処理の際に， その変更点についてのプログラム変更を行わなかった。 誘因について
は， 次のことが 考えられる。
① 平成 8年4月に， 平成9年度の入学者 選抜要項について， 人文学部長から学生部長ヘ回答した文 書に
おいて， 見え消しで修正するところ， 新規に清 書した教科 ・科目の表を貼付したため， 入試課において，
前年度と同じであると誤認した可能性がある。
ただし． 学生部長からの依頼文 書には， 入学者選抜要項（原案）について， 昨年度との相違点につい
て表示するよう指示されていなかった。
② 平成 8年7 月の人文学部教授会は， 入学試験委員会から提示のあった「《平成9年度富 山大学学生募
集要項（案）について一昨年度との変更点一》H 8. 6 Jを了承した。 人文学部の選抜実施教科・科目
に関し 「基本的に変更なし」の旨の記述があり， プログラム変更にあたる人文学部所属の電算処理委員
も前年度と変更なしと誤認した可能性がある。
③ 平成 8年10月の電算処理委員会において入試課から配布された 「平成9年度富山大学入学者 選抜試
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験につい て一昨年度との変更点一」に は， 人文学部につい て「昨年度と基本的に変更なしJと記述 さ れ
て おり， 人文学部所属の電算処理委員のみ ならず， 全委員が前年度と変更なしと誤認した可能性がある。
イ プログラムミスの発見を困難にした理由
① 人文学部所属の電算処理委員は平成9年2月の入試合否判定資料の検収 で， 前年度のデータを用いて
判定資料を打ち出し た 。 こ こ で はプログラムの変更の必 要を認識していなかっ た ため ， 数学についての
選択が 正しく な さ れ ているか否かのチェックが出来なかっ た。
② 人文学部 は， 平成9年度入学者選抜試験において は， 大学入試センター試験の数学につい て 平成 8年
度との変更点があっ たにも関わらず， 合否判定資料様式等に変更点のある こ とを明示する こ となく， 人
文学部所属の電算処理委員に この情報が伝わるよ う 努力し なかった。
以 上の こ とから， 電算処理プログラム は変更 さ れ なかった 。
③ 平成9年3月に電算処理委員会 は各学部毎の合否判定資料を出力， 確認する。 確認 は， 先ず自学部の
電算処理委員が行った後， 他学部の電算処理委員， 入試課職員， 副委員長． 委員長の順に「チェツクシー
トJと自学部委員の口頭の指示に基づ き 大学入試センター試験及び個別学力試験の素点を打ち出した
表と合否判定資料との照合を行 う 。 人文学部所属の電算処理委員 は数学に対する変更点を指示する こ と
なく， ま た， 「チェツクシートJに は， 人文学部の数学の変更点に関する項目は なく， 従っ て ， 他学部
の電算処理委員がミスを発見する こ とは で き なかっ た 。
④ 教授会 は ， 平成9年度入学者選抜試験におい て， 大学入試センター試験の数学等につい て 平成 8年度
との変更点があっ たにも関わらず， そ れに関する合否判定資料様式を変更する こ と なく， このため， 平
成9年度の合否判定において， 教授会に配付 さ れ た合否判定資料（各受験生毎に， 個別学力試験と大学
入試センター試験の教科別の得点と合計得点等を記載）に は， 数学の欄中に数学①， 数学②のいずれに
係る得点であるかの表示が なく， 当該資料から入試合否判定過誤を発見する こ とが で き ない状況であっ
た。
しかし な がら， 教授会 は ， 平成 6年11月の教授会に おいて変更点を決め ， 平成 8年4月に 平成9年度
の入学者選抜要項を決定し， 入試を実施したものであり， 教授会構成員は合否判定の際に， 電算処理プ
ログラム が変更 さ れ て， 正しい判定資料が作成 さ れ たのか注意する必要 があっ た が， 誰 1 人とし て気が
つい た者がい なかった 。
ま た， 最終報告書 は， 審査委員会の審査報告書から次のよ う に 引 用し て ， 富山大学教職員の自覚の欠落を厳し
く指摘している。
『入試業務に直接携わる教職員の職務の重大性に対する認識の不足， 教授会構成員の入試合否判定に対する責
任感の低 さ ， さ らに， 学部長， 学生部長など入試業務を統括する者の職責に対する自覚の欠如によっ て 引起 さ れ
たものである。 ま た， 被害を受けた受験生の救済を第ーに考えると き， 入試合否判定過誤及びその隠蔽の発覚後
の大学執行部の対応 は明らかに迅速 さ を欠い ていた。 この点からも富山大学の体質が社会に厳しく問われている
と自覚し なければならない。』
2 入試合否判定過誤の問題点
今回発生し た人文学部における入試合否判定過誤の問題点を前項の事実に基づい て整理すると， 以下のよ う
に 要約 さ れる。
(1）入学者選抜要項及び学生募集要項の変更点が入試業務に関わる教職員に正確かつ確実に伝達 さ れるシス
テムと なっていなかっ た 。 とりわけ， 入試電算処理に必 要な 情報の伝達が 的確に実施 さ れ なかっ た。
( 2）入学者の合否判定教授会に提出 さ れる合否判定資料の様式が不十分であり 合否判定資料に誤りがある
かど う かの確認が十分に行えなかっ た 。
( 3）入試電算処理プログラム開発から合否判定資料の作成 ま での各段階で行 う べ き入念なチェック体制が不
足し， かつチェックに必要 な 情報が不十分であっ た 。
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(4）入試業務は， 大学が一体となって実施すべ き重要 な事項であるにもかかわらず． 一部にその認識と責任
感の不足があった。
( 5）過誤が発生し た際の対応や責任などに関する危機管理体制が不十分であった。
3 改善策
上記の入試合否判定過誤の問題点をもとに 再発防止のための改善策は以下のとおりである。 な お， 入試業
務に関わる， 問題作成・採点ミスの防止などについ て は， 現在とり まとめの段階に入っ て おり， ここで はその
概 要を述べることとする。
(1）電算処理に関する事務処理の見直し
ア 各学部が選抜要項の内容を提出する際， 電算処理に関わる全 ての情報を記載する仕様書も提出するよう
求めることとし， その佐様書の様式を新 たに決定し た。
仕様書は入試実施委員会で取り まとめ て内容を確認し， さ らに電算処理専門委員会に おいても内容を点
検し， 入試実施委員会にその結果を報告する。 入試実施委員会は， 再度内容を確認し てプログラム作成を
電算処理専門委員会に指示する。 この間， 必要に応じて学部に確認を求めるなど， 電算処理に必要 な 情報
を正確に まとめ ていく。
イ チェツクシートの内容を改め， 合否判定資料作成プログラムの修正 時， テストラン時及び実際の合否判
定資料出力時の3回のチェックを行い， 電算処理段階での点検を確実に行う。 その際， 電算処理委員の ほ
か入試実施委員会委員も加わってチェックを行う。
ウ 合否判定資料をで きるだけ全学統ーし た様式に改め， 学部の選抜方法に必要な科目名， 換算データなど
はもちろん， 受験者が受験した大学入試センター試験の科目名， 素点のデータは全て記載するようにする。
エ 将来のこととし て． 電算処理を異 なる2種類のプログラミング言語で 行い， 作成した合否判定資料を突
き合わ せ て内容の確認を行うことを検討している。
( 2）教授会 での合否判定
合否判定の教授会 は， 合否判定資料の内容をチェックで きる最終の機会であることから， 以下の確認を
義務付ける。
ア 選抜方法を選抜要項， 募集要項により確認する。
イ 合否判定資料の様式に従って， 記載内容， データを確認する。
ウ 合否判定資料のデータが選抜方法ど おりとなっていることを確認する。
( 3）学部との連携
ア 選抜要項， 募集要項等の原案作成時に は， 前年度との相違が明確に分かるよう， 学部に は手書 きによる
修正と， 相違点を記載し たリストの提出を求める。
イ テストラン時及び合否判定資料出力時に は． 前述の「(1）のイ」によるチェックと は別に， 学部によ
る出力内容の点検を行う体制を整える。
ウ 新 た な入試の実施組織 で は， その構成員に学部の入試委員会委員を含めることにより， 学部との連携を
強化する。
(4）出題・採点ミスの防止
ア 出題ミス防止として は， 問題の作成時に複数の教員が相互に点検を行い， さ らに問題の校正 時に点検を
行う など複数回数のチェックを行っている現状の方法をより丁寧に行うことを徹底する。
ま た， 試験終了後速やかに高等学校等に入試問題を提供して その評価を依頼するなど， 外部機関による
チェック体制の確立を早急に検討する。
イ 採点ミス防止策とし て は， 現状でも行っている採点基準に関する共通理解のもとで， 正確で 公 平な採点
を行うことを徹底する。
ま た， 個別学 力検査の得点を受験者本人に開示することにより受験者の照会に対し て応えられる体制を
整える。
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( 5）入試実施組織の見直し
ア 学長， 副学長． 学部長， 評議員． 学部の入試委員会委員長又は委員を構成員とする新 た な管理組織を構
築する。 （仮称；入学試験管理委員会）
イ 電算処理を担当する組織を見直し， 仕様書により合否判定資料出力プログラムを作成する組織と， 出力
さ れ た合否判定資料の内容が学部の定める選抜方法によるものであることをチェックする組織に分ける。
（仮称；電算処理検討専門委員会， 電算処理実施専門委員会）
ウ 入試問題の内容が高校の教育課程の改訂等にも対応で きるよ う 中期的 な検討や出題ミス， 採点ミスを防
止するための検討を行 う 組織を新 たに設ける。 （仮称；入試問題検討専門委員会）
( 6）情報開示
受験者自身で合否を確認し得るための情報を提供する ため， 平成14年度入試から は ， 全学部で合格者の
鼠高点， 最低点及び 平均点を公表し， かつ受験者本人の申し出により大学入試センター試験の合計点． 個
別学力検査の教科別の得点を開示する。
( 7）教職員の入試に対する意識の向 上
入試業務 は一部の教職員の職務で は なく 大学が一体となって取組むものである こ と など， 入試業務に
対する意識を高め ていく。 ま た， 入試問題作成， 電算処理等の業務を担当する教員に は， その業務を評価
する方法を検討する。
( 8）ミス発見時の対応
出題， 採点， 入試合否判定の過程 など で疑義が生じ た場合の迅速かつ適正 な対応について， 詳細な手順
を別に定める。
ミ）��司
異動区分 発令年月日 氏名 異動前の所属官職 異 動 内 容
採 用 13. 12. 17 山田 恵子 事務補佐員 （総務部総務課）
昇 任 13. 12. 1 岩井 瑞枝 助教授 人文学部 （人文科学行動文化） 教 授 人文学部 （人文科学行動文化）
” 小 助川貞次 II II （言語文化学科目本東洋言語文化） II II （言語文化学科目本東洋言語文化）
II 高橋 浩二 講 師 II （国際文化学科文化環境論） 助教授 II （国際文化学科文化環境論）
II 池田 栄雄 助教授 理学部 （数学科数理解析） 教 授 理学部 （数学科数理解析）
II 大西 吉之 講 師 経済学部 （経済学科比較経済論） 助教授 経済学部 （経済学科比較経済論）
復 職 13. 12. 1 松井 博文 総務部企画室大学改革係主任 復 職
育児休業 13. 12. 1 平田 暁子 文部科学技官 職務復帰
Z宇 職 13.12.31 湊 馨 経理部経理課収入係長 辞 職
II 坂東 康子 学生部厚生課厚生企画係主任 II 
荒木 義弘 経理部主計課総務係主任
” （独立行政法人国立少年自然の家II 
国立立山少年自然の家庶務課会計係長）
II 上集由利恵 事務補佐員 （経理部経理課） II （文部科学省共済組合富山大学支部職員）
退 職 13. 12. 18 松井 輝代 臨時用務員 （教育学部炊婦） 平成13年12月17日限り退職
II 堰免 芳子 ” II ” 
II 仲谷千鶴子 II II II 
II 藤井 香 ” II II 
13.12.29 大江 博美 臨時用務員 （経済学部作業員） 平成13年12月28日限り退職
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平成13年度学長主催による外国人研究者及び外国人留学生
との懇談会を開催
本年度 の「学長主催による外国人研究者及び外 国人留
学生との懇談会Jが12月 5日（水）午後 6時から名鉄ト
ヤマホテルに おい て ， 学長， 副学長を はじめとする関係
教職員， 留学生， 研究者等， 総勢約350名 の出席により
開催 さ れ まし た 。
こ の懇談会 は， 本学に在籍する外国人研究者及び留学
生と教職員 が一堂に会して， 親しく懇談し， より一層 の
交流と相互理解を深めることを目 的とし て ， 毎年開催 さ
れ ているも の です。
ま た， 日頃から留学生に対して， 生活支援を行ってい
る富山県婦期会， 五福校下学生アパート組合， 富山大学
生活協同組合， とや ま 国際センター， 富山法人会女性部
会， 富山県青船会からも出席をい ただ き， 意義深い懇談
会と なり ました。
懇談会で は ， 邦楽部の尺八， 三味線， 琴による日本文
化 の紹介を含め た演奏， 出身 国別による民族衣装を身に
付けた留学生 の歌や踊り ， 職員と留学生によるマジツク
ショーの披露， 学長をはじめとする教職員と留学生と の
「明日がある さ jなどの大合唱があり， 最後に出席者 が
ー列に なって「ジェンカJを踊り， 盛り 上 がり の中， 終
了し ました。
ム熱唱する瀧津学長
［セクシユアル ハラスメント等に関する研修会を開催
12月 6日（木）に本学黒田講堂会議室に おいて． 学内
のセクシュアル・ハラスメント等 の防止及び予防を 図る
ため の研修会が開催 さ れ ました。
こ の研修会 は， 本学セクシュアル・ハラスメント等対
応委員会が主催し たも の で 講師に金城大学社会福祉学
部講師 の 高島智代 氏を迎えて 「大学に おけるセクシュ
アル・ハラスメント等につい て」と題して講義 さ れ まし
た。
同氏から， セクシュアル・ハラスメント の社会問題化
の 経緯やそ の 定義及び背景等について説明があり ， 性差
別に限 定せず， 大学における差別的処遇全般（大学内 の
立場を利用し て理不尽な不利益を他者（学生や部下等）
に与えること等）について各自 が考えることが必要だと
述べら れ ま し た 。
同会議室に は， 悪天候にもかかわらず多数 の教職員 が
参加し， 熱心に聴 き入ってい まし た。
ム講義する高島智代講師
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平成13年度第3回事務職員啓発セミナーを開催
平成13年度第3回事務職員啓発セミナー が12月10日
（月）に黒田講堂において開催 さ れ ました。
こ のセミナーは， 事務職員が大学を取り巻く状況を把
握し， 行政的識見を福養して意識の高揚を 図り， もって，
こ れからの大学運営等に資する こ とを目 的とするもので
す。
71人が参加し た 今回のセミナー で は， 独立行政法人 国
立能登青年の家の園 利男所長が「法人組織に求められ
るものJと題して約2時 間の講義を行い ました。
講義で は， 独立行政法人の施設の長とし て ， 平成13年
4月 ま でに行った法人化準備作業や， 独立行政法人のメ
リット及びデメリットについ ての体験に基づいた説明や，
今求められ ている職員の資質につい ての講話があり まし
た。 ム 講義する園 国立能登青年の家所長
中国河南師範大学 と学術交流協定を締結
1 1月 6日（火）付け で， 本学と中国河南師範大学にお
いて大学問学術交流協定が締結 さ れ ました。
こ の河南師範大学 は1, 923年に創設 さ れ た河南大学理
学部と1,951年創設のPingyuan大学 が統合・発展し たも
ので， 中 国の地方自治政府の直轄下の重点大学のーっと
も なっ て おり， 現在， 12の学部に教職員約1, 700人と学
生約15,000人 が在職（学）し てい ま す。
こ れ ま で本学で は， 理学部及び工学部 が河南師範大学
と個別に交流を行っ て き ま し た が， 今回の大学問交流協
定締結により， 理工系だけ で なく， 幅広い分野での研究
者・学生の活発な交流が期待 さ れてい ます。
ま た， 12月14日（金）に河南師範大学の路慶鳳教授が
瀧津学長を表敬訪問 さ れ ま した。
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国立大学の法人化に関する講演会（第1部）を開催
国立大学の法人化に関する講 演会（第1部）「国立大
学法人の制度設計の特色Jが本学黒田講 堂において12月
14日（金）に開催されました。
講 演会は， 本学の職員として国立学校の法人化に関す
る情報を収集し， これからの大学運営に資することを目
的とするものです。
第l部の今回は， 講師の中央青山監査法人 公認会計
土の関口恭三氏が「国立大学法人の制度設計の特色」と
題して， 予想される国立大学法人の組織業務， 目標評価，
人事制度及び財務会計制度等について約2時間にわたり
講 演されました。
会場には， 92人の教官及び事務宮が出席し， 熱心にメ
モを取ったり， 活発な質疑応答を行っていました。
教育学部において自衛消防訓練を実施
12月19日（水）に教育学部において自衛消防訓練が実
施されました。
訓練では， 教職員50人及び学生57人計107人が参加し，
富山消防署への通報連絡に始まり， 同学部第1校舎から
附属教育実 践総合センタ一横の空地への避難訓練， 消化
器を用いた消火実地訓練及び火災報知器設備・非常放送
設備の取り扱い説明会等が行われました。
また， この消防訓練で， 自衛消防隊の避難救護班員や
消火班員等としての役割分担や任務が再確認されるとと
もに， 多くの女子学生が初めて実際に消化器を使用する
など， 大変有意義な訓練となりました。
多様な就職支援企画を開催
本学では， 学生の就職支援活動の一環として， 毎年，
年末に様々な就職支援企画が開催されています。 本年も
12月19日（水）に主として3年の女子学生を対象として，
富山労働局雇用均等室の荒川室長の「働く女性を応援す
る法制度」と題した雇用均等法等から見た女性のための
働きやすい職場の企業研究の仕方等についての講 演や，
カネボウ 化粧品（株）の美容教育担当者による「就職活
動のためのセンス アップのポイントJをテーマとした企
業訪問や面接官への好印象の与え方のポイントと重要性
や心構えについての説明があり， その後， 個別のメーキャッ
プの実技指導・相談が行われ 多数の女子学生が熱心に
取り組んでいました。
また， 12月21日（金）には， 国家公務員採用試験 ・業
務等についてのガイダンスが開催され， 北陸財務局や裁
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判所等 6機関の人事担当者から各機関の魅力と採用 試験
の流れ等につい ての説明が 行われ ました。
さ らに， 12月25日 （火）～26日 （水）に は， 総合情報
処理センターに おいて， 3・4年生を対象とした就職活
動のためのパソコン講座が開催 さ れ， 多数の学生が参加
して実技指導を受けてい ました。
報 第444号
ムメーキャップ講習に真剣に取り 組む受講生
就職指導等担当者研修会を開催
12月20日 （木）に就職指導・相談を担当している教職
員を対象とした 「就職指導等担当者研修会」が開催 さ れ
ました。
乙の研修会は， 学生の厳しい就職環境と企業側の多様
な採用 活動等に対応する ために開催 さ れ たものであり，
近畿大学の喜多信雄 就職部長による 「学生に視点を お
いた就職支援の在り方」と題した大学の社会的使命・責
任， 学生の立場に立っ た大学づくりと求人企業の多様な
採用活動 など私立大学における就職支援の現状を具体的
なデータ一等の提示を含んだ講義があり ました。 引 き 続
き， 同部長， 本学就職指導委員及び研修会に参加し た教
職員等の問でのディスカッションが行われ ました。
参加した多数の教職員からは， 大変有意義な研修会で
あったとの感想があり， 研修会で得られた内容等を早速
学部のホームページ （就職情報コーナー）に掲載する な
どして ， 学生に情報を提供し てい ました。
刊13年度事務系職員英会話研修をぜ
本学で は， 社会の国際化に伴い， 留学生を はじめとす
る外国人と交流する機会のある職員及び英会話の習得を
志す職員に対して 平成13年10月17日 （水）より週約2回
(1回1時 間30分）， 計20回の英会話研修が実施 さ れ てい
ました が， このたび， 12月25日 （火）に開講式が開催 さ
れ まし た。
こ の研修 は ， 富山市内の英会話学校から日本人及び米
国人教師を招聴して 行ったもの で ， 日本人教師の丁寧な
指導と， 米国人教師の本場の発音等の指導により， 9人
の受講生 はいずれも見違える ほど 上達し ました。
な お， この英会話研修 は 平成11年度から実施 さ れ て お
り， 今回で3回目となり ます。
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I バドミントン大会を開催 ｜ 
平成13年度学内レクリェーションバドミントン大会が
12月15日（土）に本学第1体育館で開催されました。
本大会は， 日頃から昼休みなどにバドミントンを楽し
んでいる職員の練習の成果を披露する絶好の場となって
おり， 技術 力は極めて高く． 鋭いラ ケットの振りに目を
見はるものがありました。
試合は， 5チームによる総当たりの団体戦形式で， 男
子ダブルス2組， 女子又は混合ダブルス1組により競わ
れ， どの対戦もかけひきと， 激しい打 ち合いの続く接戦
言ト
となりました。
試合の 結果は， 実 力のある試合巧者を揃えた教育学部
チームが， 学生部チームの連覇を阻み， 4戦全勝の見事
な優勝を飾りました。
なお， 成績は次のとおりです。
女優 勝 教育学部チーム（4勝O敗）
女準優勝 学生部チーム（3勝1敗）
女3 位 経理部チーム（2勝2敗）
報
。 小林貞作 本学名誉教授（元理学部教授）がご逝去されました。
小 林貞作 本学名誉教授（元理学部教授）には， 平成
13年12月10日に逝去されましたことをお知らせします。
享年80歳。
ここにご生前のご功績とお人柄を偲び， 心から哀悼の
意を表します。
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡航先国 目 的 期 問
外 国 出張 理 学 部 助教授 藤 浩明 ア メ リ カ 合衆国 AGU （モスコン会議場）で研究
13. 12. 6 
成果発表・共同研究打 合せ 13. 12. 18 
極東地域研 教 授 酒井 富夫 学術ネットワーク形成に関する基
13. 12. 10 
究センター 中 国 礎調査 13. 12. 17 
極東地域研 教 授 森岡 裕 環日本海地域学術情報ネットワ
13. 12. 15 
究センター ロ ン ア ク化等 に関する調査研究 13. 12. 22 
極東地域研 助教授 堀江 典生 シベリア極東地域のロシア労働市場へ
13. 12. 15 
究センター ロ 〉／ ア の地域アプロ チに関する研究打合せ 13. 12. 22 
13. 12. 19 
工 学 部 教 授 唐 政 中 国 神経回路網 に関する研究打 合せ
14. I. 7 
人文学部 助教授 小 野 直子 ア メ リ カ 合衆国 アメリカ合衆国医療史関係史料収
13. 12. 21 
集 14. I. 3 
工 学 部 教 授 繕 範 立 中 国 中国科学院「エネルギー ・環境学術
13. 12. 24 
討論会」に出席， 講演， 資料収集 13. 12. 31 
13. 12. 26 
人文学部 講 師 和田 と も 美 韓 国 植民地期人物伝 に関する資料収集 13. 12. 29 
海外 研修 工 学 部 講 師 米山 嘉治 オー ス ト ラ リ ア 第 18回ピッツバーグ国際石炭会
13. 12. 1 
議に出席， 研究発表 13. 12. 9 
工学 部 教 授 石原 外 美 ア メ リ カ 合衆国 第 IO回破壊 に関する国際会議に
13. 12. 2 
出席， 研究発表 13. 12. 10 
経済学部 教 授 中島 信之 ヴ ィ エ ト ナ ム 第2回ヴィエトナム・日本ファジィシステム
13. 12. 5 
と応用に関する国際会議に出席．資料収集 13. 12. 12 
経済学部 教 授 小 倉 利丸 ア メ リ カ 合衆国 Labor Tech Conference 2001 に出
13. 12. 8 
席． 報告 13. 12. 12 
経済学部 助教授 大西 吉之 オ フ ン タ 「救貧制度から見た19世紀前期オランダ
13. 12. 12 
階層社会の特長とその変遷jの研究調査 15. 3. 31 
人文学部 助教授 藤野 真子 台 湾 台湾近現代芸能関係資料の調査・
13. 12. 26 
研究 14. I. 3 
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12月3日 入学試験実施委員会
事務局連絡会
全国就職指導ガイダンス（於：万国博ホ
ル）
富山大学の教育業績評価の確立に関する検
討委員会
4日 運営会議
5日 学長主催による外国人研究者及び外国人留
学生との懇談会（於：名鉄トヤマホテル）
6日 富山県大学長懇話会（於：富山県立大学）
国際交流会館運営委員会
セクシュアル・ハラスメント等に関する研
修会
7日 組織運営体制検討委員会
情報委員会
特別選抜（推薦入学， 帰国子女及び社会人）
合格発表
10日 事務局連絡会
インターンシップ就業体験発表会（於：富
山第一ホテル）
平成13年度第3回事務職員啓発セミナ一
入学試験実施委員会
11日 北陸地区国立大学長懇談会（於：金沢大学）
13日 富山大学の教育業績評価の確立に関する検
討委員会
13日～14日 固有財産実態調査
14日 組織運営体制検討委員会
国立大学の法人化に関する講演会（第1部）
学生生活委員会
入試担当者連絡協議会（於：東京・虎ノ門
ホール）
17日 事務局連絡会
18日 事務協議会
運営会議
19日 就職講演会
富山大学の教育業績評価の確立に関する検
討委員会
20日 退職予定者説明会
入学試験実施委員会
留学生センタ一運営委員会
就職指導等担当者研修会
21日 部局長会議
評議会
25日 学長選考規則等に関する検討委員会
学生相談連絡会議
国立大学再編・統合検討委員会
26日 富山大学の教育業績評価の確立に関する検
討委員会
大学開放事業（夢大学in TOY訓A）実施調
整委員会
27日 学生生活委員会
28日 仕事納め
｜人 文 学 部｜
12月4日 学部学生生活・就職指導委員会
5日 特別昇給委員会
教授会
教授会（人事）
研究科委員会
7日 学部入学試験委員会
10日 学部入学試験委員会
学部将来計画委員会
12日 研究科小委員会
学部学生生活・就職指導委員会
学部教務委員会
緊急対策委員会（持ち回り）
14日 学部入学試験委員会
学部国際交流委員会（持ち回り）
17日 学部将来計画委員会
18日 研究科小委員会
学部将来計画委員会
19日 学部教務委員会・教務担当者合同委員会
学部広報委員会
教授会（人事）
研究科委員会
教授会
25日 学部予算委員会
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27日 緊急対策委員会 学部拡大将来計画委員会
学部学生生活委員会
育 学 附属幼稚園第2学期終業式
20日 附属小学校， 附属中学校及び附属養護学校
12月3日 附属養護学校避難訓練 第2学期終業式
富山消防署立入検査（小・中・養・幼） 25日 学部授業終了
4日 教育実習運営協議会 26日 附属学校運営委員会
教育方法改善（FD）推進検討委員会
5日 交通安全講習会 済 学
学部配分比率評価委員会
学部入学試験委員会 12月 5日 将来構想等検討委員会及び学部教務委員会
教授会 合同委員会
平成14年度附属養護学校（小学部・中学部） 研究科委員会小委員会
入学者発育検査 人事基本問題検討委員会
6日 平成14年度附属養護学校（小学部・中学部） 教授会
合格者発表 図書等委員会（持ち回り）
平成14年度附属幼稚園入園児発育検査（3 6日 防火・防災対策委員会
歳児） 7日 特別選抜合格者・編入学合格者発表
7日 学部配分比率評価委員会 10日 学部入学試験委員会
平成14年度附属幼稚園入園児発育検査（4 11日 学部教務委員会
歳児） 学部学生生活委員会
8日～9日 教員養成大学・学部教官研究集会（於：新 12日 学部国際交流委員会
潟大学） 人事教授会
10日 学部教務委員会 研究科委員会
11 日 学部入学試験委員会 教授会
平成14年度附属幼稚園発育検査合格者発表 13日 学部国際交流委員会（持ち回り）
12日 研究科小委員会 18日 学部教務委員会
研究科委員会 生涯学習・広報委員会
教授会 3年生対象就職ガイダンス
人事教授会 20日 経済学部消防訓練
附属学校の校長及び園長候補者の選考委員
� 学
平成14年度附属養護学校（小学部）第2次
募集願書受付 12月3日 学部学生生活委員会
平成14年度附属幼稚園入園児第2次選考 大学院理工学研究科博士前期課程理学部会
（抽選） 教育委員会
13日 教育学部及び附属学校園共同研究プロジェ 5日 大学院理工学研究科博士前期課程理学部会
クト運営委員会 教授会
14日 平成14年度附属養護学校（小学部）第2次 人事教授会
募集入学児童発育検査 7日 推薦入学等特別選抜入試合格発表
17日 平成14年度附属養護学校（小学部）第2次 10日 理学部将来計画策定ワーキンググループ会
募集合格者発表 議
18日 学部入学試験委員会 11日～12日 特別健康診断
19日 学部消防訓練 12日 学部教務委員会
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大学院理工学研究科博士後期課程部会専攻
長会議
19日 教授会
学科長会議
｜工 学 部｜
12月5日 教授会
自己点検評価委員会
6日 学部学生生活委員会
7日 学部入学試験検討委員会
学部将来計画委員会
11日 教務委員会
12日 教授会
専任教授会
理工学研究科博士前期課程工学部会
理工学研究科博士後期課程部会専攻長会議
13日 学部将来計画委員会
19日 学部将来計画委員会
25日 学部学生生活委員会
26日 自己点検評価委員会
学部運営委員会
｜附贋図書館｜
12月7日 年史編纂委員会
12日 情報基盤専門委員会
13日 附属図書館運営委員会
報 第444号
｜地域共同研究センター1
12月5日 大学院生教育講座
講義テーマ；北陸の雷について
講師；片岡 直昭（地域共同研究センター
客員教授， 北陸電力（株）技術開
発研究所取締役所長）
17日 先端技術講演会
演題；半導体先端材料とプロセス
講師；柳本 暁（地域共同研究センター
客員教授， 日産化学工業（株）理
事）
25日 運営委員会（持ち回り）
｜水素問問暁むター｜
12月7日 運営委員会（持ち回り）
｜ 働問t?／�－1
12月24日 運営委員会（持ち回り）
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学生部入試課及び留学生課事務室の移転について
平成13年12月25日（火）より， 学生部入試課事務室が旧電話交換室（事務局裏）に，
社会系共通教育棟1階（学生課 事務室隣）に移転しました。
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留学生課f
( 1階），
平成14年 1 月 品... ず』 報
育児休業法等の改正について
第444号
こ の たび， 国 家公務員 の育児休業等に関す る法律及び一般職の職員 の 勤務 時 間 ， 休暇等に関す る法律 の 一部 を
改正す る法律が制定 さ れ ま し た 。 そ の 概要 は ， 次 のとおりです。
0主な改正事項
1 国家公務員 の育児休業 等に関する法律の一部改正
( 1 ) 育 児 休業の対象と な る 子の年齢 の 引 上げ
育児休業 の対象とな る 子 の年齢 を 3 歳未満 （現行 1 歳未満） に 引 上 げ
(2） 代替要員 の確保措置
育 児 休業 を し た職員の業務 を 処 理す る た め 臨 時 的 任 用 の ほ か 任 期 付採用 を 行 う ことがで き るよ う
措置
(3） 部分休業の対象とな る 子の年齢 の 引 上げ
1 日 の 勤務 時 間 の 一部につ い て 勤務 し な い 部 分休業の対象と な る 子 の年齢 を ， 3 歳未満 （現行 1 歳未
満） に 引 上 げ
2 一般職の職員 の勤務時間， 休暇等に関する法律の一部改正
介護休暇 の 期 間 を ， 連続す る 6月 （現行 3 月） の 期 間 内に 延 長
3 施行日
平成14年 4 月1日
＊ お問 い 合 わ せ は ， 総務部人事課職員係 （ 内 線 6 0 1 9, 3 023） ま で 。
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A 学長主催 に よ る外国人研究者及び留 学 生 と の懇談会の 1 コ マ
編 集 富 山 大学総務部企画室 〒 930 8555富山市五福3190 TEL . (076) 445 6029 FAX . (076) 445 6033 
印刷所 あ けぼの企画制 干930 一 003 1 富 山 市住吉町 1 - 5 - 8 TEL . (076) 424 - 1 755 FAX . (076) 423 - 8899 
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